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社会変化の見取り図
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戦後日本社会の変化と二つの世代
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教育への公的支出の少なさ、
家計への依存の大きさ
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離学後に低賃金で
不安定な仕事に就
かざるを得ない層の
拡大

賃金や労働時間など
の条件が劣悪化

教育費・教育意欲の家庭間
格差の拡大

何の支えもなく孤独
に貧困に耐える個
人の増加
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90年代以降
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仕事の問題
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日本の労働の現状

• 正社員比率の減少、非正社員比率の増加
• 正社員：「ジョブなきメンバーシップ」
→強固な参入制限、職務範囲の不明確さ、それに伴
う過重労働・長時間労働

• 非正社員：「メンバーシップなきジョブ（タスク）」
→有期雇用と低賃金、教育訓練の手薄さ

• 正社員／非正社員いずれにも進行する現象：世界
的コスト競争と産業構造の変化（高付加価値化・
サービス化）により利潤獲得が困難になる中で、法
律や人権を蹂躙する働かせ方が増大
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若年労働市場の変化

20
出典：中央教育審議会キャリア教育・職業教育特別部会「今後の学校におけるキャリア
教育・職業教育の在り方について（第二次審議経過報告）」データ集、2010年５月17日



若年層・高卒で失業率が顕著に上昇

出典：総務省統計局「労働力調査（詳細集計）平成21年平均（速
報）」平成22年２月22日 21



出典：総務省統計局「労働力調査（詳細集計）平成21年平均（速
報）」平成22年２月22日 22



出典：厚生労働省『平成21年版 労働経済白書』

非正社員の高学歴化の進行非正社員の高学歴化の進行



出典：「連合・賃金レポート2009」
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雇用形態間の時間賃金格差雇用形態間の時間賃金格差



出典：厚生労働省「能力開発基本調査」
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雇用形態間の教育訓練機会格差雇用形態間の教育訓練機会格差



※過去５年間に転職を経験した者
データ出所：総務省「平成19年 就業構造基本調査」
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雇用形態間の移動障壁雇用形態間の移動障壁



「総務省 平成19年就業構造基本調査 結果の要約」３頁 27

正社員の長時間労働化の進行正社員の長時間労働化の進行



海外と比べても異常な日本の長時間労働海外と比べても異常な日本の長時間労働



29出典：厚生労働省「平成21年版 労働経済白書」

正社員の年功賃金の変化正社員の年功賃金の変化



厚生労働省「脳・心臓疾患及び精神障害等に係る労災補償状況（平成19年度）について」

心身を病む正社員の増加
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※精神障害の約６割は30代以下。
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「ブラック企業」

ブラック企業（ブラックきぎょう）またはブラッ
ク会社（ブラックがいしゃ）とは、従業員に労
働法やその他の法令に抵触しまたはその可
能性がある条件での労働を強いたり、関係
諸法に抵触する可能性がある営業行為を従
業員に強いたりする、若しくはパワーハラス
メントという暴力的強制を常套手段としなが
ら本来の業務とは無関係な非合理的負担を
与える労働を従業員に強いる体質を持つ企
業（学校法人、社会福祉法人、官公庁や公
営企業、医療機関なども含む）のことをさす
インターネットスラングである。（Wikipedia）



32

日本では労働が「労道」になっちゃってますよね。労働は本来
は単なる生活手段なのに、精神性や自己実現といった価値観
が過剰になり、「労道」という一種の修行と化してます。「道」の
修行なのですから、効率を重視せず、見返りを求めず、長時間
働くのはむしろ当然なのです。

私のいた職場でも、残業は当たり前、「仕事の進め方が悪い」
との理由で休日出勤をしたこともありました。上司からは、言葉
づかいが悪い、説明がわかりにくい、誠意が無い…などの理由
で毎日のように説教を受け、時には反省文も書かされました。
どうしてそこまで言われなきゃならないのだろう？と疑問を感じ
、感情が抑えられなくなり出勤前に泣き出すこともたびたびあり
ました。今は退職していますが。仕事が自分の命を懸けてまで
しなければいけないという社畜の価値観には染まることが出来
ず、社会人失格とまで思っていました。
出典：「ニートの海外就職日記」http://kusoshigoto.blog121.fc2.com/

「労道凄惨性」



違法な処遇の遍在

33※有意差なし POSSE「若者の｢仕事｣調査」（2008年実施）



諦念の遍在

34※有意差なし POSSE「若者の｢仕事｣調査」（2008年実施）



無業の若者の初職離職理由の上位は
健康上の理由と労働条件

データ：日本教育学会特別課題研究「2008年若者の教育とキャリア
形成に関する調査」 35



若年就労支援の手薄さ

データ：日本教育学会特別課題研究「2008年若者の教育とキャリア
形成に関する調査」
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求人の少なさと能力をめぐる不安が
就労への障害

データ：日本教育学会特別課題研究「2008年若者の教育とキャリア
形成に関する調査」
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